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対象とした。うち，術後 l 年以上にわたり検索し得た長期生存症例は 6 例である。正常対照群として，
健康成人15名を検索した。
本研究においては，経静脈的アノレギニン負荷( 0.5 g /kg/30min) 対する牌クソレカゴン(IRG)なら
びにインスリン(lRI)の90分間の分泌動態をもって牌A ， B細胞機能を評価せんとした。検索は手術前
1 週間以内，術後早期(平均1.3 カ月)および，術後 1 年以上を経た時期に行った。
術前群の牌A ， B 細胞機能
血中IRGならびにIRIの変動:血中IRGならびにIRIの値は術前においては，ともに正常対照群に比し，
有意の差は認められなかった。
血柴騨クツレカゴン値の最大増加量 (Max. LlIRG) は，術前群 (272.5:::!::: 47.5 pg/mf) は，正常対照
群( 331.3 :!:61.3 pg/ mf) との聞に有意の差は認められなかった。血祭騨グJレカコーン値の増加量の累
績和(.sLlIRG 1853.2::!:: 1664.2 pg・min/mf) も，正常対照群( 15299.9 :!: 2537.9 pg・min/mf) に
比し，有意の差は認められなかった口
血衆インスリン値の最大増加量 (Max. LlIRI)は，術前群( 45.6 士 8.9μU/mf) は，正常対照群(7 1. 7
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土 7.4μU/mf) に比し有意に (P< 0.05 ，以下同じ)低値を示した。しかし，血祭インスリン値の増
加量の累積和(I LlIRI 1876.5:l 409.1μU ・ min/mf) は 正常対照群 (272 1. 6 :l:: 29 1.3μU. min/ 
mf)に比し推計学的有意差は認められなかった。
術後早期の醇A ， B 細胞機能の変化
血中IRGならびにIRIの変動:術後早期には，血中IRGは負荷開始後90分間の全時点、において，血中IRI
は負荷開始後10分-45分の間，正常対照群に比し有意に低値であった。
Max. L1 IRG と IL1 IRGは，術後群( 147.2 士 23.5 pg/mf , 6003.2:l 1139.8 pg • min/mf) は，術
前群，正常対照群に比し，有意に低値を示した。
Max. L1IRI と};L1 IRIは，術後群( 16.5 土1.8μU/mf ， 693.0:l 108.6μU. min/mf) は，術前群，
正常対照群に比し，有意に低値を示した。
術後遠隔期症例における牌A ， B細胞機能の推移
長期生存症例 6 例のMax. L1 IRGは 223.3 士 29.1 pg/mfであり，正常対照群に比し有意の低下は認め
られなかった。 };L1 IRGは 6505 土 1097 pg ・ min/mf であり，正常対照群に比し有意に低値を示した。
また，個々の症例の術前値には復さなかった。







3. 遠隔期には，術後早期に比し!捧A ， B 細胞機能の改善の認められる症例もあるが，個々の症例の術
前の状態には復さず，正常対照群に比し，有意に低下していた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，棒頭領域癌症例の醇AB両細胞機能を経静脈的ア jレギニン負荷時の梓グルカゴンならびに
インスリン分泌能を指標として術前から棒頭十二指腸切除術々後 1 年以上の遠隔期に至るまで経時的に
探究したものである。
その結果，両細胞機能は術後早期には術前に比し有意に低下する乙と， しかも，遠隔期に至っても個
個の症例の術前値には復さないことを明確にしている。
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